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令和6年度 青森県県土整備部優良工事表彰

別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

工事名

受注者名

工事場所 請負金額

工期 成績評定点

完成年月日 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

工事内容
主任監督員

監督員

この度は、栄誉ある青森県県土整備部長表彰を賜り誠にありがと
うございます。また、ご指導いただきました監督職員の皆様、並び
に地域住民の皆様のご協力とご理解をいただきました事に対しまし
ては、心より感謝と御礼を申し上げます。

弊社では、『新たな技術を以て社会に貢献する』をモットーに、
ICT技術を積極的に活用し、より高い施工品質を確保できるよう社員
一人一人日々研鑽を重ねております。
今後もこの表彰を励みとし、施工品質の更なる向上と安全管理の徹
底を行い、地域社会に貢献して参りたいと思いますのでご指導ご鞭
撻のほど宜しくお願い申し上げます。 代表取締役

松橋 清治

主任技術者

藤田 真琴

４災第１８２号 山田川河川災害復旧工事

つがる市木造地内

藤田 真琴

令和5年3月21日～令和5年11月30日

復旧延長L=77.0m、河川土工N=1式
法覆護岸工N=1式、仮設工N=1式

86点

高田 浩行

長内 良樹

西北地域県民局地域整備部

田邊 一仁

令和5年11月30日

株式会社松橋建材

45,254,000円

本工事は令和4年8月の豪雨災害により破堤した山田川（左岸）を復旧する事を目的としている。
施工現場までの搬入路が既存では狭小であり機材搬入計画に苦慮したが、受注者が地域町内会との協議を行い既存道路拡幅を
行う許可を得たことで円滑な作業が可能となったほか、施工中・施工後に関わらず地域住民とのコミュニケーションを欠かす
ことなく、搬入路整備や休工畑の除草を行ったことで苦情も無く円満に工期内に工事を完成させることができた。
実施工ではICT施工技術を随所に活用し出来形精度の向上と省力化を行うとともに、その技術をICT現場見学会開催により発注
者や地域建設業者に波及させた。また地元中学生のインターンシップの受け入れを行うことでも建設業のイメージアップに努
めた。
その他流用土の雨水排水対策を行うことによる盛土品質の向上、安全対策の一環として熱中症対策や事故防止対策に積極的に
努めた。
以上のことから、「その他災害関連、技術提案、環境保全及びイメージアップ等で他の建設業者の模範として特に顕著な成果
をあげたもの」に該当するため、青森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

拡幅作業 堤防拡幅 締切り完了

着工前

斜路設置

完 成

鋼矢板打込み 盛土作業
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